
速報における成長率の改定の状況

成長率 改定幅
１次QE ２次QE １次→２次 備考

2002Ⅱ 0.48 0.64 0.16 新ＱＥ導入
Ⅲ 0.74 0.80 0.06
Ⅳ 0.50 0.54 0.05

2003Ⅰ 0.01 0.15 0.14
Ⅱ 0.57 0.96 0.39
Ⅲ 0.56 0.35 -0.21
Ⅳ 1.71 1.57 -0.14

2004Ⅰ 1.38 1.50 0.12
Ⅱ 0.41 0.31 -0.10
Ⅲ 0.08 0.06 -0.02 ２次ＱＥから連鎖実質化
Ⅳ -0.12 0.12 0.25

2005Ⅰ 1.31 1.20 -0.11
Ⅱ 0.27 0.81 0.54
Ⅲ 0.42 0.25 -0.17 ２次ＱＥから平成１２年基準
Ⅳ 1.36 1.33 -0.03

2006Ⅰ 0.46 0.75 0.29
Ⅱ 0.19 0.24 0.05
Ⅲ 0.50 0.21 -0.29
Ⅳ 1.19 1.35 0.16

2007Ⅰ 0.59 0.81 0.22
Ⅱ 0.13 -0.30 -0.44
Ⅲ 0.63 - -

平　　　均 0.04
絶対値平均 0.19
注）成長率は、実質季節調整済み前期比
　　前期比の正式公表値は小数点以下１桁までであるが、同時に公表されるＧＤＰ(10億円単位）
　　から、成長率を計算している。

成長率 改定幅
１次QE ２次QE 確報 確々報 １次→２次 ２次→確 確→確々 １次→確々

FY2002 1.62 1.53 1.18 0.99 -0.09 -0.36 -0.19 -0.63
FY2003 3.18 3.18 3.24 2.63 0.01 0.05 -0.61 -0.55
FY2004 1.89 1.91 1.73 1.96 0.02 -0.18 0.23 0.07
FY2005 3.04 3.21 2.38 - 0.16 -0.82 - -
FY2006 1.94 2.10 - - 0.16 - - -
平　　　均 0.05 -0.33 -0.19 -0.37
絶対値平均 0.09 0.35 0.34 0.42
注）１次QE、２次QEは、当該年度の1-3月期の１次QE、２次QEにおける、年度の成長率。
　　2002,2003年度については、固定基準年方式による実質値で計算
　　2003年度確報→確々報の改定は、平成１２年基準改定をまたぐものであることに注意。
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